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柿の木と、 復興

　福岡県朝倉市へ行ってきた。

　都会の人はもうこの街のことを忘れてしまったかもしれない。 今年７月５
日から６日にかけ集中豪雨がこの地を襲った。 「九州北部豪雨」 である。

　５日午後、 朝倉市付近では３時間で約４００ミリ、 １２時間で約９

００ミリの雨量が解析され、 蜷城地区で桂川が、 添田町で彦山川が氾
濫した。 大量の流木が河川に流れ込み、 土砂崩れでなぎ倒された杉など
が川を流れ下り、 流れをせき止めて氾濫させた。

　朝倉市だけで死者は３０人超、 田畑と果実と養蜂の街は一変した。

　国指定史跡で、 かんがい施設遺産に登録される 「朝倉三連水車」 に
も土砂が流れ込み、 その機能は失われた。 川面より高所の耕地に水を送
る、 その灌漑（かんがい）装置の供給面積は３５ヘクタールにも及び、
６月中旬の田植え時期から１０月中旬の稲刈り時期まで稼動する。 その
肝心な時期を豪雨は直撃した。

　しかし８月２日早朝、 数人がかりで人力で回すと、 ３つの水車が自然
に回転を始めた。 朝倉市のシンボルは生きていた。 そして１０月中旬まで、
水を供給した。

　今、 周辺は荒涼としたままである。 流木、 土砂こそ取り除かれたが、
干上がった田面は土色の、 モノトーンである。

　ふとふり返ると掘っ立て小屋が１軒、 風に吹かれている。 覗くとベニヤ張り
の上に数々の、 朱の彩り。 あるものはビニール袋に、 箱詰のそれが晩秋を
象徴している。 

　「富貴柿」 であった。

　先ほどまで老婆の姿を見受けたが、 今は見渡す限り人影はない。

　その昔、 農家へ嫁ぐ者は柿の木の苗（接ぎ穂）を持たされ、 それを庭
の柿の木に接ぎ木した。 古い慣習であると、 俳人坪内稔典の著書 「柿
日和」 に見える。

　嫁はやがて子を産み、 子を育て、 そして生涯を終えると、 嫁ぐときに持っ
てきた柿の枝が伐られ、 火葬の薪や骨を拾う箸にされた。

　　里古りて柿の木持たぬ家もなし　　 芭蕉

　やはり女児が生まれると、 桐の木を植えた。 親は将来に備え、 嫁入りの
際の家具に用立てるのだという。 そんな幻想は、 柿の木にはない。 ただた
だひたすらに生きた証しとして、 人生最後の瞬間に生きてくるのである。

　「桃栗三年柿八年」 ―

　芽が出て実がなるまでに、 桃と栗は３年、 柿は８年かかる。 何事も、
成し遂げるまでには相応の年月が必要だという、 言い伝えに由来する。

　朝倉市の復興にはまだまだ時間がかかる。 「朝倉三連水車」 は来年もま
た回り続ける。

◇「新聞に載らない内緒話」 執筆者のコラムがニッカンスポーツ ・ コムでも。
「新聞に載らない内緒話」　
http://www.nikkansports.com/general/column/naisyo/news/
※上記のＨＰ（ホームページ）からの原稿の転載はご遠慮ください。
  
★スポーツ、 芸能情報は日刊スポーツで。 ご購読申し込みはお近くの朝日新聞販売店、
もしくは日刊スポーツ販売局フリーダイヤル　０１２０－８１－４３５６まで
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※当紙面に掲載している内容は券面記載内容の一部です。 詳しくは券面をご覧ください。
※★1 つにつき 10 名様に進呈できます。

当選後の枚数追加や〆切日を過ぎた応募には、 チケット手配の都合上対応できかねますのであらかじめご了承ください。

応募〆切︓今月 10 日必着／宛先︓当誌４ページに記載

古代アンデス文明展（ペア券）
（国立科学博物館）2018年 2月 18日㈰まで★★

フランス宮廷の磁器 セーヴル、創造の300年（ペア券）
（サントリー美術館）2018年 1月 28日㈰まで★

上野動物園 /多摩動物公園 /葛西臨海水族園 /都立九庭園（ペア券）
12月 28日㈭まで★

京急油壺マリンパーク（ペア券）
12月 31日㈰まで★

親子であそぶ室内あそび場 KID-O-KID（ペア券）
（19店舗共通）2018年 1月 31日㈬まで★

2018年 花彩々カレンダー（ペア券）
サイズ 約 60 × 51cm★★★★★

初場所 大相撲日刊式星取表
★

Asahi ハッピーチケット

【応募方法】
はがき、 FAX、 ホームページまたはメールにて受け付けてい
ます。 住所 ・ 氏名 ・ 電話番号、 および希望プレゼントを
漏れなく記入して下さい。 希望者多数の場合は抽選となり
ますので、 外れた場合の第二希望がありましたらそちらも併
せてご記入下さい。直接メールされる方は、お手数ですがメー
ルタイトルを 「プレゼント申し込み」 とご記入下さい（無題
ですと、 迷惑メールと判別して削除される事があります）。

①応募者多数の場合は抽選となります。
②発送を以って当選発表とさせていただきます。
③応募は、 一世帯一回までです。 複数応募された場合、
有効は一通のみとなります。

【アンケートのお願い】
お手数ですが、応募の際は以下のアンケートに
お答えいただくか、この回答部分を貼付してく
ださい（ハガキ /FAX応募の場合）。

Ｑ1. お酒を飲む頻度についてお伺いいたします。
Ａ. ほぼ毎日
Ｂ. 週に２～３日
Ｃ. 週に１日
Ｄ. 全く飲まない
 
Ｑ2.Ｑ1でＡ.Ｂ.Ｃと回答した方にお伺いいたし
ます。お酒が翌日まで残ってしまった経験はあ
りますか？

Ａ. ある
Ｂ. ない
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～　古紙回収サービスのお知らせ　～
12 時までのご連絡は当日回収行います。
バイクでの回収の為、 必ず紐で結わえて下さい。
ご協力お願いします。

①新聞　／折込チラシも同梱 OK。 本は同梱 NG。
②ダンボール　／ 60 ㎝ ×80 ㎝以内（道路交通法により）
③雑誌　／紐で十字に縛ってください
3 種類に分けて結わえてください。

ビニール袋など混同しないでください。 カタログのビニール梱包は取
り除いてください。

※再生紙、 トイレットペーパとの引換えは行いませんのでご了承
下さい。
自治会等の回収と混同しない為に受付後の回収になります。
オートロックマンションの方はその旨お知らせください。
バイクでの回収の為、 天候のご配慮お願いします。

【11月 25日折込のカレンダーの
内容訂正のお詫び】

７日の長沢カフェ長沢ひろばは、
１４日の間違いです。
お詫びして訂正いたします。

酢酸菌酵素の働きとは ・ ・ ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
“酢酸菌” はその表面に重要な酵素を持っています。 表面に 2 つの酵素をもっており、 アルコールを分解する酵素 ( アルコール
→アルデヒド ) とアルデヒドを分解する酵素 ( アルデヒド→酢酸 ) の W パワーでお酢に変換します。 酢酸菌は古くから伝わる「に
ごり酢」 に存在し、その酢酸菌にはアルコール脱水素酵素やアルデヒド脱水素酵素という 2 つの酢酸菌酵素が含まれています。
先人はにごり酢を酔い覚ましとして使っていました。「隋息居飲食譜 (1808 年 )」の書物に記されてます。 しかし残念なことに、
市販されているお酢はにごり酢のにごり成分 『酢酸菌』 を取り除いて販売されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲酒時の体内メカニズム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃と腸で吸収されたアルコールは肝臓でアルデヒドに変換されて、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに分解されて汗や尿となって体外に排出されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二日酔い対策として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウコンや肝臓エキスは肝臓の働きを促進します。 しかしアルコールやア　
ルデヒドを分解することはありません。 酢酸菌酵素は悪酔いの素であるアルデヒドやアルコールを直接、 胃で分解するため 『サ
ブ肝臓』 として注目されています。

肝臓の働きをサポートすることで美容維持になるなど酢酸菌酵素の研究が進められています。

二日酔い ( 疲労感、 頭
痛、 肌荒れ、 酒臭 ) を
引き起こす原因は処理し
きれないアルコールとアルデ
ヒドが、 血中を巡るため。

忘年会 ・ 新年会 特集 『酢酸菌酵素について調べてみました』
　　　　　　　　　　　　　
酢酸菌（さくさんきん）とは ・ ・ ・
皆さんもご存じとは思いますが、 お酢はお酒からつくられます。 アルコールをお酢に変える菌が
『酢酸菌』 です。 お酢が体に良いとか、 お酒飲むときに酢の物を食べると悪酔いしないなど
お酢の健康効果は昔より言われています。 この古い言伝えは 『酢酸菌』 が持つ潜在能力が
関係しています。 　消毒液など殺菌するために 

　　　　使用されるアルコールで
　　　　　　死滅しないだけでなく、
　　　　それを分解してしまう
　　菌なのです。


